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日本人団体 海外 連 度 、僕 困

。必 、団員 「 花 何

花 ？」 聞 。 、「花 団

子」 僕 野菜栽培 興味 、花 名前

関心 。 ー ー ー

野菜栽培 補足 花、 有名

菊 分 、花 名前 英

語 分 。

今年 月 那珂川町 姉妹都市 ー

村 名 来町 。生徒 名 町内 家庭

ー 、中学校 授業 参加 。 ー

村 村長 引率 名 町 商店街、

施設、観光名所 訪問 。

案内役 務 町民 事務局 、 悩 浮

。 行 、 ー 村 皆

周 花 興味 持 、 花 行

。何回 予定 時間 遅

。

初日 朝、広重美術館見学 後、小砂方面 出

予定 、 名 内 名 行

。 、乾徳寺 入口 植物 誘

、寺 境内 。

ー 村長 花屋 経営者 、興味

示 予想 、 名 退職 営

業 、医者、教員 主婦、 一般村民 。

、 名 全員 花 非常 詳 。

、僕 先入観 間違

。「日本人 花 好 」 、「那珂川町

民 ー 村民 花 好 」 方 正

。 、花 対 自分 無関心 少々後悔

。 以降、町内 歩 時 様々 花

存在 以前 意識 。 、 名前

覚 。

、 ー 村 那珂川町 共通

点 新 発見 。「花」。

なかがわ

を に れていく に はいつも っ

てしまいます ず のだれかに この は と

いう ですか と かれます しかし より

の は には がありますが の

にはあまり がありません マリ ゴ ルドやノ

ゼンハレンなど を する または な

バラや などはもちろん かりますが の は

でさえ かりません

の に の であるホ スヘッ

ズ から が しました は の

にホ ムステイし の に しました ホ

スヘッズ の をはじめ の は の

などを しました

を めていた と に ある みが

かびました どこへ っても ホ スヘッズ の さ

んは りの に を ち すぐ のところへ って

しまいました も の を れることがあり

ました

の の へ かけ

る でしたが の がどこかへ ってしま

いました どうも の にあった に わ

れたようで の にいました

ホ スヘッズ は の ですので を

すことを しましたが ほかの は した

マン と つまり です し

かし この は が に に しかったのです

もしかすると の は っていたのかもし

れません は が き ではなく

とホ スヘッズ は が き の が しいでしょ

う そして に する の を しま

した それ を いている にも な の

を より しています いつか その も

えられるでしょう

いずれにしても ホ スヘッズ と の

を たに しました
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